
皆さまから献げられた協力伝道献金を、豊かに実らせてくださる主に感謝し、一部を紹介します。

年間を通して掲示していただければ幸いです。協力伝道の働きを覚え、祈ってまいりましょう。

協力伝道パンフレットを用意しております。協力伝道週間の祈祷会など、交わりの中でお用い下さい。お問い合わせは宣教部国内伝道室まで。

日本バプテスト連盟

1950年7月に『バプテスト』誌は第一号
が発行され、67年目を迎えました！
メッセージやＱ＆Ａ、証し、全国各地か
らのニュース、理事会や宣教部のニュー
スなどを通して、協力伝道の働きを共に
喜び、共に祈り、支えましょう！
また、「協力伝道カレンダー」を用いて、
日ごとの教会・伝道所、また連盟各委員
会や関係団体などを覚えて、祈りの輪を
つないでいきましょう！

※「協力伝道カレンダー」は連盟ホームページからも
ダウンロードして印刷することができます。

※バッピイ
（『バプテスト』誌
マスコットキャラクター）

２０１７年度の各集会は宣教部各室までお問い合わせください。

2017年3月に神学校を卒業し、連盟加盟
教会・伝道所に牧師や伝道師、主事等の
教会スタッフとして赴任する予定の方や
近年赴任されていて本研修会に未参加
の方を対象にした研修会です。毎年この
研修会を通して、それぞれの働きが始ま
ってからも相互に励まし合い、研鑽し合
う、出身神学校の枠を超えた同労者の
交わりが生まれています。

主から召命をいただいた者が、どのよう
な祈りによって支えられ、どんな学びを
期待されているのか共有するため、ま
た、今後も祈り合う仲間となっていくた
め、実施します。神学校に進学すること
は明確ではないが、献身を考えていき
たいと祈りが与えられている方には、
2017年５月“献身キャンプ”を開催する
予定です。

インドネシアに野口日宇満宣教師・野口佳
奈宣教師、カンボジアに嶋田和幸宣教師・
嶋田薫宣教師を派遣しています。また伊藤
世里江アジア・ミッション・コーディネータ
ー（シンガポール　IJCS牧師）をたて、アジ
ア諸国のバプテストとの協働をしていきま
す。佐々木和之国際ミッション・ボランティア
（ルワンダ）の働きも合わせ、和解の福音に
仕える働きを目指しています。BWA、APBF
に加盟、世界大会への人材派遣や災害支援
を通しての国際協力を行っています。
※連盟の国外伝道は、日本バプテスト女性連合世界バプテス
ト祈祷週間献金により支えられています。

「伴走ひろば」のコンセプトは、大人も青
少年も高齢者もこどもも、教会全体が互
いに育まれていく存在である、という認
識に立って、互いの声を聞くことからは
じめよう、です。今年は天城山荘で開催（
22名）。安積力也先生からの「あなたは〝
私″を生きているか」との問いと、聖書の
メッセージを聞き、互いの思いを聴きあ
いました。「教会が私にとっても青少年
にとっても〝私を生きる″場であるように
一緒に歩んでいきたい」との感想が届
きました。

2年に一度の全国大会が天城山荘で開
催されました（少年少女90名参加）。水
野英尚先生から「はだかの〝いのち″～
みんなおなじ、みんなちがう」と題してメ
ッセージを聞きました。ある少年少女の
感想を紹介します。「いのちが老いてい
くなかで死にかわる、のではなく、いの
ちの中にあっていつも隣り合わせだと
いうこと。はだかのいのちを探すととも
に他人のはだかのいのちを受け入れら
れる人になりたい」。

12回目となる「礼拝と賛美」を中心とし
た学びと実技実践の研修会で、各世代
から総勢170名が天城山荘に集まり、奏
楽、聖歌隊等訓練の他に、「教会学校」「
青少年」「子どもとともなる礼拝」「日本
語以外で礼拝する教会」など、多くの視
点から礼拝を学びあいました。「賛美歌
ことばのフォーラム」からも教会をたて
あげる「賛美のことば」の意識化が促さ
れていきました。

北海道バプテスト研修センター主催信
徒セミナーの牧師グループ・ワークショ
ップで『聖書教育』フォーラムを開催しま
した。編集委員、執筆者の発題を聞き、
各教会、教会学校の現状や各教会にお
いてどのように『聖書教育』が用いられ
ているか、良い点、課題など率直な意見
が交わされました。少人数、短時間でし
たが、直接、顔と顔を合わせることの大
切さに気付かされ感謝な時となりまし
た。


